
日本史授業プリント中世７(033) 蒙古襲来とその後 

 

蒙古襲来 

☆１モンゴル帝国  ２チンギス＝ハーン建国[1206]  →領域拡大 

   オゴタイ…３金 (女真人が華北まで支配していた)を滅ぼして華北へ[1234] 

           ４フビライ…国号を５元 と改め、都を６大都(現在の北京)に 

               ７高麗  を服属[1256]  ※その後も抵抗 <例>８三 別 抄
さんべつしょう

の乱 

→日本にも服属を要求            (1270-73)  
 

９ 時宗  1268～84 ８代執権 時頼の子 ※前執権北条政村は連署に 服属要求を拒否 

    →10異国警固番役    の新設[1271]…九州に所領を持つ御家人に 
 

 111274．12文永  の役…元・高麗軍３万、朝鮮半島→対馬→壱岐→博多湾へ 

     元軍の13集団戦法・14毒矢・15てつはう→鎮西奉行少弐経資
しょうにつねすけ

ら日本側苦戦 →元軍退却 

  日本 16異国警固番役の制度化、17防塁  (18石
いし

築地
ついじ

)を博多湾沿岸に建造 

    19長門警固番役 [1275]・20長門探題 [1276]の新設…関門海峡の警備  

  元   21南宋を滅亡[1279]…中国統一  →日本への再遠征準備 
 

 221281. 23弘安 のの役…24東路軍(高麗から４万)・25江南軍(中国から１０万)  

 博多湾で元軍の上陸を阻止→暴風雨で元軍壊滅 

  日本 九州防衛体制の継続・強化      元 ３度目の遠征を計画（実現せず） 

総称して26元寇  という 

☆元の敗因 ①不慣れな海戦  ②自然災害  ③南宋・高麗人の抵抗  ④西国御家人の奮戦 

☆元寇の影響 ①暴風雨＝「27神風」→28神国  思想 →神道へ影響(反本地垂迹説など)                    

       ②戦争体制→29非御家人も動員…幕府勢力の拡大(特に西国へ) 

       ③ 〃  →30得宗権力の強大化 ※他の御家人との格差 

→31御内人      の台頭 <例>御内人の32寄合
よりあい

が幕府最高機関に 

得宗の家人 得宗被官
ひかん

ともいう 

       ④戦費や異国警固番役の負担、不十分な恩賞→33御家人の窮乏 …不満 

※｢34蒙古襲来
もうこしゅうらい

絵巻｣…元寇を35竹崎季
すえ

長
なが

(肥後の御家人)の活躍を中心に描く 

 

 

 

 

３年   組   番            . 



元寇後の政治 
 

36貞時   1284～1301 ９代執権 時宗の子（時宗急死） 

 1285．37霜月騒動   (38弘安合戦) 

  39安達泰盛   …貞時の外戚 外様
とざま

(北条以外の)御家人の中心 →敗死 

      40平頼綱  …41内管領   (御内人の代表) 

   →得宗専制の確立…内管領が幕政を主導  

※ただし頼綱は、のち貞時に討たれる(1293. 42平禅門の乱) 

1293．43鎮西探題新設…九州防衛体制の継続・強化 北条氏の勢力は九州へも及ぶ 

441297. 45永仁の徳政令発布…窮乏する御家人の救済をはかるが失敗 →詳しくはプリント中世９ 

 

鎌倉時代の琉球と蝦夷地 

琉球（沖縄）：農耕の開始 

 46グスク時代（１２～１５世紀）…各地に47城(グスク) 豪族(48按司
あ じ

  )が勢力を広げる  

蝦夷
え ぞ

ヶ島（北海道）：49アイヌが居住…漁労・狩猟・交易 

 50安藤(東)氏…津軽の豪族 得宗の支配下 51十三湊  を拠点にアイヌとの交易を管轄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代順練習 <大学入試センター2008年Ｂ追試験>   

Ⅰ 朝鮮半島で，元の支配に抵抗した三別抄が鎮圧された。 

Ⅱ 元は，日本に二度目の軍勢を派遣した。 

Ⅲ 中国大陸南部を支配していた南宋が滅亡した。 
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